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の好逑」これが 1 番目。 2 番目は「參差（しんし）
たる荇菜（こうさい）は左右に之をとる」そして「窈
窕たる淑女は寤寐（ごび）に之を求む」
　松本雅明氏は、詩経の風潮をふまえて詩経にお
いて「興」はどんなものかという検討に取り組み、
詩経の中の「興」は気分象徴を表しているという
感覚的に解釈する説を唱えた。一方で白川先生
は、「關關たる雎鳩」を「鳥が鳴いていることを歌っ
ている」として、特に渡り鳥に対して定まった時
期に先祖が必ず帰ってくるという考え方があった
ことから、鳥が鳴いていることが先祖の魂の帰還
を祀るということを呼び起こす動機となっている
と説明している。
　万葉集の八巻の一四二七に「明日よりは春菜摘
まむと標（しめ）し野に昨日も今日も雪は降りつ
つ」、「難波辺に人の行ければ後れ居て春菜摘む子
を見るがかなしさ」とある。願い事を成就するた
めに、神様への約束として決められた（示した）
日時に注連縄で決められたそこの若草を摘んで篭
いっぱいにするはずが昨日も今日も雪が降ってで
きない、という歌意である。願い事を成就させる
ことが「春菜摘む」ということなのである。詩経
の「巻耳」は、ハコベの一種でネズミの耳といわ
れる植物の「巻耳」を摘む歌で、「巻耳を采（と）
り采るも頃筐（けいきょう）に盈（み）たず、嗟（あ
あ）、我人を懐（おも）うて彼（か）の周行に寘（お）
く」とある。やはり草摘みだが、人を懐うて周行（道
路）に置く。摘んでいる女性の関係するその人が
行った道に置くという意味である。巻耳の草を採
るという言葉は、実はその言葉自身が「願い事が
ききますように」という呪い言葉であり、この言
葉の前に草を採るという行為がある。そして、そ
れを歌に詠むというそのことも呪能を持つと白川
先生は言いたかったと思う。
　最初に紹介した日記のように、飛立つ家族を見
送る行為を歌に詠み、それが神霊を呼び起こして
神霊がそれに応えるということを信じていた時代
がかつてあった。折口信夫先生がよく言う言霊で
ある。言葉はその通りであるという。「興」とい
う字の形が、呼び起こして主題を応えさせること
が「興」であると信じている。すなわち、「興」
は動かないものも動かす。動かないものを動かす
方法が「興」で、その方法によって動かないもの
が動くことが「遊（ゆう）」である。つまり、「興」
がないとなぜ「遊ばない」のか「遊べない」か、
ということである。
（文責：たざわ・かおる　聖学院大学児童学科准
教授）
